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【お知らせ】…… エレソ学生奨励賞受賞者、エレソ活動功績表彰受賞者 

 
巻頭言「今、研専活動の活性化を！」 

エレクトロニクスソサイエティ副会長(研究技術担当) 

柴田 随道 (ＮＴＴ) 

現在、エレクトロニクス

ソサイエティには 13 の研

究専門委員会（第１種）お

よび 14 の時限研究専門委

員会が設置されており、各

分野の研究会や総合大会、

ソサイエティ大会に係る

企画・運営等、学会の骨格をなす活動が展開されて

います。私が担当させていただいています研究技術

会議は、主にこれらの研究専門委員会の活動を支援

するとともに時代の変化や要請に応じてその時々の

施策を議論しつつ方向性を打ち出していくミッショ

ンを担っています。そこで、本紙面をいただいて最

近の取り組みを 2～3紹介したいと思います。 

まず、総合大会やソサイエティ大会をより魅力的

なものとするための施策がエレソ各会議で議論され

てきました。その結果、大会の目玉になるような企

画セッションを従来に増して充実しようということ

で、安井大会委員長を始め、研専各位が尽力され、3

月の総合大会では特別・パネル・チュートリアル・

シンポジウムの各企画合わせてエレソ関係で 17 企

画が計画されました。一般講演と合わせて、大会で

の見処・聴き処が増え、大会参加にあたってプログ

ラムをチェックするのが楽しみになってきたのでは

ないでしょうか？ 企画充実の取り組みは継続して

続くことになると思います。皆さまからの反響や企

画提案をも期待しています。 

また、昨年のソサイエティ大会から、大会で発表

を行った学生を対象にエレソ独自の「学生奨励賞」

を新設しました。選考の結果、6名の方々が第 1回

の受賞の栄誉を受けられることになりました。この

賞の選奨にも研専が関わり、学生諸氏の発表を一定

の評価軸[1]で評価し、最終的に選定委員会が受賞候

補者を運営委員会へ答申するプロセスを踏みます。

学生諸君には、この賞も励みの一つとして、優秀な

研究と発表を目指して大会発表に取り組んでいただ

きたく期待しています。 

一方、研究技術会議では国際会議開催に関するス

ポンサーシップや支援についても審議しています。

学会アクティビティの国際化は時代の趨勢でもあり、

多くの会員が期待するところではないかと思います。

エレソとしても、他学会との連携も含めて、研究発

表の場の一層の国際化を推進していくべきと考えま

す。これには、国際会議の企画から、研究会等での

英語セッション企画、海外講師招聘など、色々なレ

ベルの施策が考えられています。 



液晶は比較的低い電圧により分子の配向状態や光

学的特性を大幅に可変できるという他の物質に見ら

れない優れた特性を有しており、1970 年代初めに液

晶の研究を始めた頃から液晶をディスプレイのみな

らず、さまざまなデバイスに応用してみたいという

思いがありました。30 年ほど前から電圧制御の液晶

光デバイスの実現を目指し、特に電圧印加によりレ

ンズパワー（焦点距離の逆数に対応する）を連続的

に可変できる液晶レンズの研究に傾注してきました。

当初は液晶層をプリズムやレンズの形状とした光偏

向や焦点可変の光デバイスを考えましたが、種々の

問題があるため軸対称の電界による分子配向に基づ

く屈折率の空間分布特性を利用した平行平板型の液

晶層を有する液晶レンズを考案しました。最近にな

ってやっと実際に使用できる性能に近くまで改善で

きています。しかし、未だ実用化には至っておらず

「液晶の応用への貢献」はいまひとつです。 

皆さんは、信学会の海外会員数が順調に増えてい

るのをご存知でしょうか？ 下表はその推移をまと

めたものです。その数はエレソ会員 7600 名（2006

年度末）の数％ですが、学会員数全体が減少傾向に

ある中で、海外会員が増えていることは誠に朗報で

あると思えます。アジアを中心に 9つの海外セクシ

ョン[2]が活動をされているとのことです。海外会員

の活躍、エレソの活動との一層の連携にも期待した

いところです。 

ソサイエティ活性化の様々な施策が議論されてい

ますが、研専活動がその根幹を成すことは今後も変

わりないと思われます。皆さんの参画、ご協力を引

き続きお願い致します。 

[1] http://www.ieice.org/es/jpn/notice/ 

society_student_award_score.html 

[2] http://www.ieice.org/jpn/shibu.html 

表 海外会員数の推移 
一方、「液晶ディスプレイに関わる科学技術」と

いう範疇から眺めてみると、液晶中の蛍光現象を利

用した視角依存性が無く色鮮やかな表示ができる蛍

光液晶ディスプレイ、分子配向のメモリ効果に基づ

く光散乱効果を利用した電子ペーパー、など様々な

ディスプレイを提案しましたが、いずれもものにな

りませんでした。前述の液晶光デバイスの開発に際

し、液晶材料の常光や異常光に対する屈折率及びそ

の波長分散特性等のデータがほとんど知られておら

ず不自由な思いをしていました。そこで、液晶の屈

折率や分散特性を簡便に且つ正確に求める手法とし

て、主プリズム面に垂直配向処理を行ったアッベ屈

折計を用いる方法を提案(1988 年)し、電子情報通信

学会論文誌に「ネマチック液晶における屈折率分散

特性」として発表しました。また、液晶ディスプレ

イパネルの製造および評価において重要である、液

晶層の厚み、液晶分子配向のねじれの角、プレティ

ルト角と呼ばれる液晶分子配向の基板とのなす角度

等のパラメータについて、従来の手法では液晶ディ

スプレイは二次元の表示であるにもかかわらず、い

ずれも光ビーム使用によるワンポイントでの測定で

あり、二次元での同時測定の必要性を感じていまし

た。そこで、撮像素子を用いて各々の画素で液晶層

年度 2003 2004 2005 2006 2007

海外会員数 1178 1194 1628 1818 2493

海外 ES 会員 148 159 242 307 342 

（注）年度末時点（但し、2007 年度のみ 12 月末の数字） 

著者略歴： 

昭 55 東京高専・電子卒．昭 58 東大・工・電子卒．昭 60

同・大学院工学系研究科修士了．平 7 工博．昭 60 ＮＴＴ

入社．主に電磁界解析や光通信用集積回路設計に従事。現

在、ユビキタスインタフェース研究部部長．平 7～8 UCLA

客員研究員．平 15～17 MST 時限研究専門委員会委員長．

平 18～19 エレソ庶務・財務幹事．本会論文賞等． 

 
新フェロー寄稿   

「液晶の魅力に惹かれて」 

佐藤 進 (秋田県産業技術総合研究センター) 

  この度「液晶ディスプレイ

に関わる科学技術及び液晶の

応用への貢献」ということで、

フェローの称号をいただくこ

とになりました。ご推薦いた

だきました方々に厚く御礼申

し上げます。 



の偏光状態を求め、これらの液晶セルパラメータを

二次元で同時に計測・表示する方法を提案し、実際

に製品化することができました。実用された技術は

この二つだけでした。 

長年大学に勤務してきましたので研究内容も基礎

的なものが主で、直接実用化や製品化を目指しては

いませんでしたが、それなりに特許を取得するなど

の努力をしてきました。しかし、基礎研究と実用化

や製品化の間のギャップがあまりにも高いことに当

惑し、このバリアを低くする方策があればと思った

ことが何度もありました。大学を退職し、研究論文

の発表や学生の教育等の職務から解放された今、改

めて液晶の魅力を思い起こし、ディスプレイのみな

らず様々な分野で液晶が活用されることを願ってい

ます。 

著者略歴： 

1964 年 東北大・工・電子工学科卒業，1969 年同大学院工

学研究科博士課程修了，工学博士.同年同大学助手，1974

年 秋田大学鉱山学部助教授，1981 年 同教授，2007 年 3

月定年により退職．現在，秋田県産業技術総合研究センタ

ー技術アドバイザー．1979-1980 年 米国・ペンシルベニア

州立テンプル大学博士研究員．1991 年 独逸・カールスル

ーエ大学客員教授．2005-2006 年 電子情報通信学会東北支

部長．2006 年 日本液晶学会業績賞．液晶工学の基礎及び

液晶の光学デバイスへの応用などの研究に従事． 

 
新フェロー寄稿 

「大学生活と学会活動」 

谷口 正成 (東北文化学園大学大学院) 

昨年、電子情報通信学会

より、フェローの称号を拝

受し、光栄に存ずるととも

に、長年、同学会関係者の

ご指導、ご鞭撻に深謝する

次第です。今般、フェロー

の拝受に際して、小生の大

学生活と学会活動について紹介させていただきます。 

小生は小学 6 年頃、理科の教科書に掲載されてい

た鉱石ラジオに興味を持ち、取り敢えず、近所の電

気屋と当時の電電公社の関係者から部品を調達して

組み立てました。そのラジオで放送を受信したとき

の感動がきっかけで、昭和 35 年、名城大学の電気工

学科に入学しました。 

しかし、当時、名城大学では、同大学創設者(理事

長)と教学側との紛争により、大学の存続が危ぶまれ、

某週刊誌に、名城大学は史上最低の大学と酷評され

ました。これに伴って、同大学の教職員、学生、卒

業生、ならびに、保護者らの努力により、さらに、

地元の国会議員等の協力を得て、臨時立法が制定さ

れ、名城大学は新法人のもとで再生しました。現在、

名城大学は中部地区で最も優秀な私立大学として注

目されています。 

一方、小生は昭和 39 年 3 月卒業後、卒業研究の指

導教授であった鈴木光彦先生のお世話で同大学の助

手として残していただきました。しかし、当時の名

城大学の教育、研究環境は劣悪で、十分な研究活動、

学会活動は非常に困難な状況でした。 

その後、昭和 49 年、東北大学を定年退官された眞

野國夫先生が名城大学に就任されました。小生は眞

野先生の指導により、機構デバイスのノイズに関す

る研究に従事し、ようやく、大学教員として恥ずか

しくない程度の研究活動を行うことができました。

とくに、眞野先生主導による継電器研究会、ならび

に、機構部品研究会(現、機構デバイス研究会)を 10

数年間お世話させていただき、貴重な学会活動を体

験させていただきました。 

さらに、眞野先生が名城大学を定年退職された後、

東北大学教授の高木 相先生(現在、東北大学名誉教

授)の指導により、ホログラフィーの計測への応用に

関する研究を開始しました。早速、僅かな研究費で

実験室内に簡易暗室を創設し、最小限度の光学機器

を準備しました。しかし、小生にとっては、光に関

する知識が乏しく、毎日、暗室内で学生とともに、

暗中模索し、ようやく半年後、ホログラムの記録、

再生ができました。その時の感激はいまでも脳裏に

焼き付いています。 

その後、平成 12 年、仙台に新しく開学された東北

文化学園大学に就任後、従前のごとく、ホログラフ

ィーの信頼性評価への応用に関する研究に従事して

参りました。しかし、平成 16 年、同大学も大学創設



者(理事長)の不祥事により、大学の存続が危ぶまれ

ました、その折り、小生は同大学の入試センター長、

ならびに、機構デバイス研究専門委員会委員長等を

仰せつかり、さらに、仙台で開催予定の ICEC2006

の準備を進めるに際して、正常に業務を遂行できる

か懸念していました。その後、関西の藍野大学の支

援により、民事再生法が適用され、大学は再生しま

した。 

私の研究は半導体レーザとそこから発展した光集

積デバイスに関するものですが、半導体レーザには

じめて触れたのは比較的遅く、博士課程を終え当時

の電電公社に就職してからでした。初めて眼にした

ごみのように小さいレーザチップにひどく驚いたこ

とを懐かしく思い出します。大学では実験室を 2 部

屋ぶち抜き、多数の定盤の上に、レーザ、増幅器、

波長変換器や測定装置を並べて光半導体の物性を測

定していたので、特に印象的だったのだと思います。 以上のように、小生にとっては、二度の大学の存

続危機を経験し、さらに、弱小私立大学で、研究活

動、学会活動を行うに際して、いろいろな課題を有

していました。お陰様で、多くの学生、ならびに、

学会関係者のご支援とご高配を賜り、学位の取得、

ならびに、フェロー称号の授与いただいたことは夢

の夢と思っています。今後、残り少ない大学生活、

小生の経験を生かして、若手研究者、技術者の育成

に邁進したいと思っています。 

さて、当時の半導体レーザはファブリペロー型が

中心で、縦単一モードの DFB レーザはようやく室温

連続発振が実現したばかりの時期でした。長距離大

容量通信用として DFB レーザに対する期待は大でし

たが、電流によるモード跳び、変調時のチャーピン

グなど通信用としては問題が山済みの状態でした。

これらの現象を時間分解スペクトル測定やシミュレ

ーションを用いて解析し、端面反射による縦モード

変化や共振器内のキャリア不均一が原因であること

を突き止め安定な単一周波数での発振が得られるよ

うな素子設計を行い特性改善を進めました。キャリ

ア不均一については複数の電極を形成することで人

為的にこれを制御すれば、発振周波数の可変を実現

することが可能であることが明らかになり、その後

の波長可変レーザ開発へと繫がっていきました。 

著者略歴： 

昭和 39 年名城大学卒業．同年、名城大学助手、同大学講

師を経て、平成 12 年東北文化学園大学教授、平成 15 年同

大学大学院院教授．この間、機構デバイスのノイズに関す

る研究、ホログラフィーの信頼性評価への応用、ならびに、

赤外放射の計測への応用に関する研究等に従事．平成 14

年より機構デバイス研究専門委員会副委員長、平成 16 年

同委員長．現在、同委員会顧問、その他、電気学会、照明

学会、映像情報メディア学会、日本音響学会、計測自動制

御学会、各東北支部評議員他、IEEE Senior Member．工博 

この頃から、レーザ単体での性能改善に限界を感

じ半導体の光集積デバイスへの研究展開を検討しま

した。光集積といっても、90 年代中頃までは半導体

で良質な曲線導波路を形成するのが難しかったため、

もっぱら 1 次元つまり直線状に各種の光素子を並べ

た単純な構造の集積デバイスに注力しました。単純

な構造といっても異種導波路の接合など技術的には

様々な困難がありましたが、結晶成長やプロセスを

担当した共同研究者の努力で何とか実用的な集積デ

バイスを作ることが出来ました。半導体レーザ構造

を基本として、変調器集積レーザ、広帯域波長可変

レーザなどを開発してきましたが、集積デバイスと

しては 1 次元構造では限界があり、ちょうどこの頃

にドライエッチングや露光技術が成熟したのを利用

し、曲線導波路を含んだ 2 次元的な集積デバイスの

開発に着手しました。 

 
新フェロー寄稿  

「半導体光デバイスの研究開発」 

吉國 裕三 (北里大学) 

 この度は、私の研究「通

信用半導体レーザと光集

積デバイスの先駆的研

究・実用化」につきまし

て、大変光栄なフェロー

の称号を戴き有難うござ

いました。これまでお世

話になった先輩諸氏、共同研究者、並びに、今回、

御推薦、御評価頂いた方々に深く感謝致します。  



温度無依存の半導体アレイ導波路格子の開発を手

始めに、高速可変光フィルタ、多波長変調器、集積

型波長可変レーザなどの開発を行いました。曲線導

波路の導入は再現性・信頼性の点で危惧もありまし

たが、2 次元的な構造を導入することによって漸く

光デバイスでも集積回路らしいものが作れるように

なったと思います。光集積デバイスは本格的な実用

化にはまだ時間が必要ですが、かつて多数の定盤上

に広がっていた光学システムを 1 チップに形成する

ことで、光の集積化に向けて一歩前進できたと思っ

ております。 

ご存知のように、この 20年程の間に、光通信を初

めとする情報通信技術は飛躍的な進歩を遂げ、社会

を一変させるインパクトを与えてきました。この間、

通信システムの進歩に追い立てられるように忙しく

研究開発を進めてきましたが、通信の歴史的な技術

革新に若干でも貢献できたとすれば望外の幸せです。 

著者略歴：  

1982 年 東京大学物性研究所大学院博士課程を修了．同年 

日本電信電話公社（現, 株式会社 NTT）入社．通信用単一

波長レーザ、波長可変レーザ、各種の光集積デバイスの研

究開発に従事．2006 年 10 月 北里学園理学部物理学科教

授．現在に至る．工学博士．電子情報通信学会，応用物理

学会、IEEE/LEOS，OSA 会員．2001 年日本発明協会会長

賞受賞．2005 年エレクトロニクスソサエティ賞受賞． 

 
「マイクロ波研究専門委員会の活動」 

マイクロ波研究専門委員会 委員長 

橋本 修 (青山学院大学) 

 昭和 30 年 4 月，当時本

学会がまだ電気通信学会

という名称だったころ，

国際電波科学連合（URSI）

の要望事項に基づき，マ

イクロ波伝送専門研究委

員会が設置されました．

初代委員長は岩片秀雄先生です． 

 昭和 41 年には，マイクロ波研究専門委員会に名称

を改め，現在に至ります．改名当初年度は，岡村総

吾委員長の下，20 名からなる専門委員により研究会

運営がなされ，年間 9 回の研究会開催，合計 39 件の

研究発表がありました．マイクロ波伝送専門研究委

員会時代から数えると，2008 年の今年は研究会創立

54 周年を迎えることとなります．現在の活動趣旨は， 

マイクロ波・ミリ波からテラヘルツ波までの高周波

を扱う研究者・技術者が最新の研究・開発状況を公

表し，活発な討論から技術領域の更なる発展を目指

すところにあります． 

 昨年度（2007.4～2008.3）の活動状況の一環を見て

も，以下のように極めて積極的な活動を行っていま

す． 

・研究会開催：9 回（発表件数 186 件） 

・ソサイエティ大会：110 件（開催場所：鳥取大学 

開催時期，9 月 10 日～9 月 14 日） 

・総合大会：163 件（開催場所：北九州学研都市 

開催時期，3 月 18 日～3 月 21 日） 

・企業，大学向け技術講習会の開催：2 件 

・学生研究発表会の開催（開催場所：機械振興会館 

開催時期，2 月 29 日） 

・研究会会場における企業展示：5 社 

上記の中でも，技術講習会では一つのテーマに焦

点を絞り，その分野でご活躍されているスペシャリ

ストの先生方をお招きして開催しています．講義＋

演習が中心の少人数形式となっているため，講師と

受講者が気軽にディスカッションを行いながら理解

を深めることが可能であり，毎回好評をいただいて

います．また，マイクロ波・ミリ波技術の将来を担

う学生に情報交換や交流，発表の場を提供すること

を目的とし，2003 年より毎年開催しております学生

研究発表会も 5 回目を数え，学生の学会への参加・

発表数も次第に伸び，2008 年 3 月の総合大会ではマ

イクロ波分野で全163件中67件が学生による発表と

なり，この数字からも若手の芽が着実に育っている

といえます． 

このように，マイクロ波研究会は，国内のみなら

ず世界に目を向け，マイクロ波・ミリ波の技術分野

において，活発な学会活動を展開しています．関係

各位におかれましても，本研究会に積極的に参加し

て頂くとともに，本学会活動に対して，ご支援を頂



ければ幸いに思います． 

著者略歴： 

1978 年 電気通信大学大学院修士課程修了．同年（株）東

芝入社．1981 年 防衛庁技術研究本部 入庁．1986 年 東京

工業大学大学院 博士課程修了．1989 年 防衛庁技術研究

本部第 2 研究所 主任研究官．1991 年 青山学院大学理工

学部電気電子工学科 助教授．1994～95 年 イリノイ大学

客員研究員．1997 年 青山学院大学理工学部電気電子工学

科 教授．現在に至る．工学博士．環境電磁工学，生体電

磁工学，マイクロ波・ミリ波計測に関する研究に従事．1990

年 防衛論文賞，1993 年 エレクトロニクス実装学会論文

賞，2006 年 本会第 9 回エレクトロニクスソサイエティ賞，

同年 APMC2006 Prize 等各受賞． 

 
「集積回路研究会の改革について」 

集積回路研究専門委員会 委員長 

松澤 昭  (東京工業大学) 

爪先程度の大きさのシ

リコンチップに数億個の

トランジスタを集積する

集積回路技術は微細化技

術の進展とともに論理回

路やメモリー、アナログ回

路などの単機能の回路集

積から、デジタル情報家電機器や携帯電話などのシ

ステム全体を集積するシステムの集積へと進化しま

した。年々性能や機能を向上させながら、コストを

低減できる技術はまさに奇跡的な技術であり、ムー

アの法則と呼ばれるこの成長のシナリオは過去 30

年以上に亘りエレクトロニクスの進展のみならず、

社会の発展に大きく寄与したことは間違いありませ

ん。 

しかしながら、ここ数年大きな変革の時期を迎え

ています。その一つはこの集積回路の発展を支えて

きたスケーリング則に大きな綻びが生じ、リーク電

流の増大や配線遅延時間の増大などの微細化に伴う

性能劣化が顕著になったことです。このためデバイ

ス技術者は Hi-k ゲート絶縁膜や歪みシリコン技術

に代表されるテクノロジーブースターと呼ばれる微

細化による性能劣化を防ぐ技術開発に果敢に取り組

んでおり、まだまだ発展の余地がありますが、今ま

でのように一本調子での成長とはいかなくなってき

たことは間違いありません。 

このため最近は微細化に頼らずに機器の性能を上

げ、コストを下げる技術であるモアザンムーアと言

われる技術の開発も盛んになっています。例えばSiP

と呼ばれるシステムインパッケージ技術や 3 次元集

積回路技術、MEMS とのシステム融合、光配線技術

やバイオチップなども挙げられるでしょう。 

また、このような技術的な側面だけでなく産業と

しても大きな曲がり角にあります。微細化とともに

マスク代やソフトウエアなどの開発費がかさみ、微

細技術を用いた集積回路は大規模市場向けしか採算

が合わないようになってきております。また半導体

工場の投資も数千億円規模が必要と見なされること

から半導体製造から撤退し、集積回路設計に集中す

るところも多くなってきました。シリコンファウン

ドリーという半導体製造を専門に行う会社の存在感

が増して来たことも設計と製造の分離を加速してい

ます。 

このような中で集積回路研究会にも大きな構造変

化が見られます。 
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集積回路研究会での発表件数は毎年 250 件程度で

ほぼ一定ですが、発表機関が大きく変わってきてい

ます。図は平成７年度からの研究会における発表機

関の割合を示しています。平成 7年度は 3/4が企業、

1/4 が大学でしたが、企業の割合は年々減り続け、平

成 18 年度では 2/3 が大学、1/3 が企業と大きく変化

し、発表の主体が企業から大学に移ってきています。

これは大学におけるこの分野の研究開発が活発化し

たことと、集積化に伴い品種数が減るとともに、技



術が大規模化、複雑化してきており、研究会での発

表が困難になってきたことや、国際競争が激しい中、

アジアでの開催の国際学会が増えたこともあり、国

内での学会発表の意義が薄れてきたこともあるので

はないでしょうか。 

そこで、集積回路研究会ではこの大きな変化に呼

応し、20 年度から研究会を大きく変えようとしてい

ます。 

その方針は以下の 2 点に要約されます。 

1) 課題を含め、有益な情報提供や技術論議を行え

る場を提供する 

2) 学生や若手研究者・技術者の育成を図る 

1)については研究会を発表の場から交流や論議の

場にしようというものです。集積回路設計分野では

技術単独というよりも製品レベルに近い発表が多く、

企業にとって発表はビジネスに直結します。したが

って注目度の高い国際学会での発表が先になり、国

内での発表が後になります。このため研究会での発

表は低調になりがちでした。したがって、研究会が

参加者にとって魅力的なものでなければその存在意

義が問われることになります。そこで次の取り組み

を行うことにしました。 

・TPC (Technical Program Committee)制度の導入 

各月の研究会で対象とする技術分野をメモリー、

アナログ、アーキテクチャ、回路デバイスの 4 分野

に重点化し、委員を専門家集団にすることにより研

究会企画の充実を図りました。招待論文やパネル、

テュートリアルなどを充実し、多くの参加者を引き

つけることを狙っています。 

・スペシャルテーマ研究会の新設 

年 1 回の研究会は、分野を特定せず、その時の俊

なテーマをフレキシブルに設定し、新たな情報を素

早くキャッチできるようにしました。 

・石垣ワークショップ 

国際競争力を高める技術を見出すには、現場の一

線級の専門家が意識して集まり、情報交換を通じて

世界の技術動向を分析し、俯瞰的なビジョンを備え、

将来の研究のあり方を考えること必要です。しかし

ながら、現場の専門家は日常の業務に忙殺され、組

織の壁を越えて意見交換を行う機会を自発的に見出

すことは容易ではないのが現実です。そこで、ICD

関連分野の現場の専門家を招集し、合宿形式で意見

交換を行うワークショップを実施します。 

・システム LSI ワークショップ 

第 11回を数えるシステムLSIワークショップは幅

広く様々な情報が得られる ICDのフラッグシップ研

究会として定着し、毎回 300 名以上の参加者で賑わ

っているため、今後も活動を続けていきたいと考え

ております。しかしながら、時期、開催場所を含め

企画・運営方法を見直したいと思います。 

2)については未来の技術開発を担う学生や若手研

究者・技術者の育成を図るものです。昨今、特に大

学での研究発表が活発になってきているのは喜ばし

いことですが、集積回路研究会が学生や若手にとっ

て魅力のある研究会であったかというといささか疑

問があります。また大学での研究が国際的に評価で

きるレベルになっているかという課題があります。 

そこで以下の取り組みをいたします。 

・サマースクール 

学生や若手研究者・技術者を対象に基礎知識や周

辺知識の習得、研究の進め方や発表のしかたなどを

学ぶと共に、グループディスカッションなどを通じ

て様々な人材との交流やお互いの交流による仲間作

り考える力を養うため、2 泊 3 日程度の合宿により

人材の育成の場とするサマースクールを設けます。 

・若手中心の研究会 

若手が発表や研究のまとめ方を練習するだけでな

く、ICD 幹事とともに学生が運営に参加する学生・

若手技術者向け研究会を設けます。コメンテーター

が参加し、研究方法や発表方法などについてのコメ

ントを適切にフィードバックいたしたいと思います。

発表に対しては表彰を行うなどして激励するなどし

て学生の育成のみならず、学生と産業界の交流の場

になれるような工夫をいたしたいと思います。 

その他、総合大会やソサイエティ大会の活発化や、

研究会の様子を報告するなどのホームページの充実

による適切な情報提供、研究会独自の表彰制度の新



設などを通じて研究会の活発化を図っていきたいと

思いますのでご協力をお願いいたします。 

・廣瀬明（東大）：エレソ庶務幹事、総務幹事としての貢

献 

・甲斐康司（松下電器産業）：集積回路研究専門委員会幹

事としての貢献 
著者略歴： 

1978 年 東北大学大学院 工学研究科電子工学専攻 修士

課程修了．同年松下電器産業に入社．以来、半導体研究所、

などで、超高速 A/D 変換器、DVD 用デジタルリードチャ

ネル、RFCMOS 回路、超高速インターフェース回路など

のアナ・デジ混載 LSI の設計開発、ローパワー回路技術の

開発などに従事．1998 年より半導体先行開発センターGM

（部長職）．2003 年４月より 東京工業大学 大学院理工学

研究科 電子物理専攻 教授． 

・宮野信治（東芝）：集積回路研究専門委員会幹事として

の貢献 

・田中毅（松下電器産業）：電子デバイス研究専門委員会

幹事としての貢献 

・寳迫巌（NICT）：テラヘルツ応用システム時限研究専門

委員会幹事としての貢献 

・西本昌彦（熊本大）：電磁界理論研究専門委員会幹事と

しての貢献 電子情報通信学会 英文論文誌編集長 (’92, ’97, ’03, ‘05)、

SSDM プログラム副委員長 (’99, ’00)、ISSCC プログラム

委員(‘01～’03)などを歴任．現在、電子情報通信学会 集積

回路研究専門委員会委員長、シリコンアナログ・RF 研究

専門委員会副委員長、日本学術振興会 177 委員会副委員長．

IEEE SSCS Elected Adcom、Distinguished Lecturer、IR100

賞(’83)、注目発明賞(’94)、R&D100 賞(’94)、IEEE Fellow 

Award(‘02)を受賞．2002 年 1 月より IEEE Fellow．工学博

士(‘97,東北大学)． 

・佐藤功紀（古河電気工業）:光エレクトロニクス研究専

門委員会幹事としての貢献 

・杉立厚志（三菱電機）：レーザ・量子エレクトロニクス

研究専門委員会の幹事として研究会の活性化に貢献 

・森井真喜人（オムロン）：機構デバイス研究専門委員会

幹事としての貢献 

・大野守史（沖電気）：シリコン材料・デバイス研究専門

委員会幹事としての多大な貢献 

 ・松浦徹（NTT）：電子部品・材料研究専門委員会幹事とし

ての貢献 ● エレソからのお知らせ 

・白井宏（中央大）：国際事業幹事、技術渉外幹事として

の貢献 

◆ エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞受賞者 

2008 年総合大会エレソ・プレナリーセッションにて、

2007 年ソサイエティ大会（鳥取大学）での講演に対して

下記 6名の方が表彰されました。(敬称略) 

・豊田一彦（NTT）：マイクロ波研究専門委員会幹事として

の貢献 

・河合正（兵庫県立大）：マイクロ波研究専門委員会幹事

補佐としての貢献 ・竹内太志様（東北大）：「60GHz 帯三次元 SiP 無線通信モ

ジュールの設計と評価（1）:送信モジュール」 ・丸橋建一（NEC）：マイクロ波研究専門委員会幹事として

の貢献 ・山田英明様（防衛大学校）：「平面誘電体境界面によるガ

ウスビーム反射の複素鞍部点法を用いた近似解析」 ・加屋野博幸（東芝）：和文論文誌編集委員会幹事として

の貢献 ・白土剛史様（東北大）：「カーボンナノチューブを可飽和

吸収体として用いたソリトンファイバレーザ」 ・宇賀神守（NTT）：英文論文誌 C編集委員としてエレソ出

版事業への貢献 ・山梨裕希様（横浜国大）：「パイプライン導入による単一

磁束量子浮動小数点加算器の性能向上」 ・永田真（神戸大）：英文論文誌 C編集委員としてエレソ

出版事業への貢献 ・小倉裕俊様（横浜国大）：「PIM 特性の波源長に対する依

存性に関する実験的検討」 ・植之原裕行（東工大）：ELEX 編集委員会幹事としての貢

献 ・岩成武司様（中央大）：「動作マージンを拡大した低リー

ク 90-nm CMOS SRAM」  

◆ エレソ News Letter は年 4 回発行します。次号は 2008

年７月発行予定です。バックナンバーは、 ◆ エレクトロニクスソサイエティ活動功績表彰受賞者 

http://www.ieice.org/es/jpn/newsletters/index.html 2008 年総合大会エレソ・プレナリーセッションにて、

下記 19 名の方が表彰されました。(敬称略) をご覧ください。 （企画広報担当: 鈴木） 


